
昭和 39 年 12 月中座 

主な配役 

昼の部 

「ゆうれいの焦点」 

写真館主人秋葉(石浜祐次郎） その妻秀子(滝見すが子） 秋葉の弟昭夫(小島秀哉） 

昭夫の恋人光子（和島由紀） 秋葉の友人本田(吉田正文） 田舎の青年（菊地大助） 

客の山村（喜多康樹） その連れ花子(白川淳子） 石川則子（中村あやめ） お手伝い

おまさ（筑波ひろみ） 大工今井（松本秀太郎） 女房おすぎ（石島康代） 行者米川

（高田亘） 近所の妻良子(織田美奈子） 店員山下(尾形桃太郎） 叔母春枝(石河薫） 

客甲(永原誠） 同乙(山本利行） 客 A(四条栄美） 同 B(仲谷貴美子） 同 C(十日町

瑠美）  

 

「抜群」 

音吉（ルンペン）（渋谷天外） 成田（コソ泥）（藤山寛美） 中野(巡査）（曽我廼家五郎

八） 野々村（元大臣）（花和幸助） セツ(娘ルンペン）（曽我廼家鶴蝶） とも子(野々

村の娘）（中村あやめ） 梨江（クラブの女）（滝見すが子） 山下(新聞記者）（守田秀郎） 

井出(カメラマン）（喜多康樹） 古川(食堂経営者）（吉田正文） 小川(使用人）（尾形桃

太郎） 三吉(御用聞き）（中川雅夫） 幸子(店員）（大津十詩子） 富夫(食料品屋の御

用聞き）（小島慶四郎） 五郎(雑貨屋の店員）（菊地大助） 玉江（文房具屋の女店員）

（白川淳子） 原田(食料品屋の店主）（千葉蝶三朗） きく(その妻）（花村美津子） 別

荘の娘(仲谷貴美子） その他通行の人、警官、別荘の住人等 

 

「子持ちわかめ」 

表具職人段吉(藤山寛美） その妻千代子(和島由紀） 通いの仲居松子(曽我廼家鶴

蝶） 親方豊三（曽我廼家五郎八） 職人春さん（戸山楽男） ガラス屋の女将太田（花

和幸助） 飲み屋の女将おたき（酒井光子） 仲居みつ江(花柳恵美子） 倉田と名乗

る男（小島慶四郎） ナルミ(藤代由紀子） おでん屋のおじさん作造(上田五万楽） 巡

査小林(三井八） 飲み屋の客 A(原田勇） 同 B(阪東豊） アベックの男(中川雅夫） 

同女(四条栄美） ギター流し A(永原誠） 同 B(山本利行） 通行人(仲谷貴美子・十日

町瑠美・織田美奈子・松田光司・赤見彰子） その他寒行の人、豆腐屋、近所の人な

ど多ぜい 

  

 

夜の部 

「老妻保険」 

亀之助(亀松商店主人）（花和幸助） お梅（その老妻）（花村美津子） 浩介(長男）（石



浜祐次郎） 三千子(その妻）（曽我廼家鶴蝶） 高夫(次男）（守田秀郎） めぐみ（その

妻）（花柳恵美子） 満夫(三男、大学生）（小島秀哉） 初子(亀之助の愛人）（中村あ

やめ） 佐山(店員）（喜多康樹） 村上（同）（尾形桃太郎） 良子(女店員）（織田美奈

子） 雪子(亀之助の実妹）（滝見すが子） 清市(老店員）（千葉蝶三朗）  

 

「街は氷雨が降っている」 

心斉ずし老主人利助(渋谷天外） 女中とき（大津十詩子） 家政婦堀江(石島康代） 

心斉ずしの長男良夫(藤山寛美） 同長女恵美(酒井光子） 恵美の夫荒川(石浜祐次

郎） 店の若い者宮本(小島秀哉） 同佐野(小島慶四郎） 高橋しず江(滝見すが子） 

おでん屋四郎助(曽我廼家五郎八） 女房お松(花村美津子） 娘おふく（藤代由紀子） 

むらさきの女将お勝（石河薫） 仲居やす（和島由紀） 電話をかけている女(仲谷貴美

子） 待っている男(永原誠） 飲みに来る人市川(高田亘） その友達次田（戸山楽男） 

知人大山(松本秀太郎） 通行の男甲(喜多康樹） 同乙（菊地大助） 同丙(山本利行） 

通行の女A(白川淳子） 同B(四条栄美） 同C(織田美奈子） 同D(十日町瑠美） 

 

「青いイブ」 

マダム秋子(酒井光子) 女給きみ江(白川淳子） 同セツ子（四条栄美） 巡査（吉田正

文） コック見習平助（小島慶四郎） 大山喜之助(曽我廼家五郎八） 瀬戸口和子（藤

代由紀子） 外交員鴨田（花和幸助） 妻まつ（石島康代） 息子太郎（菊地大助） 大

学生能登（中川雅夫） バーの女あけみ（筑波ひろみ） コック花村（三井八） 郵便配

達（阪東豊） 西宮健次（藤山寛美） 老人客（上田五万楽） 客A(原田勇） 同B(永原

誠） 同 C（山本利行） 同 D(仲谷貴美子） 同 E(十日町瑠美） 同 F(松田光司） 同

G(赤見彰子） 

 


